
メインフレームもオープンシステムも
運用のキーワードは「統合管理」

住友林業は、住宅の建築/販売と木材建材

流通を2本柱として、住生活に関わるさまざま

なサービスをトータルに提供している。システム

も、住宅系と木材営業系の2本立てになって

いる。両システムで共通しているのは、インター

ネットのビジネス活用の拡大を見越して、はじめ

からWebシステムで構築していることである。

たとえば、住宅系の業務を支える統合顧客

管理システム、1,500～2,000社の協力企業を

統括する工程管理システムなど、いずれも先

進のWebシステムである。自由度の高いオー

プン系システムが求められるようになったとき、

管理負担が大きいクライアント・サーバシステ

ムをできるだけ避けて、集中管理ができる

Webシステムへと早期に移行したのである。

住友林業のシステム開発と運用を担当する

住友林業情報システムでは、Webシステムに

利用するUNIXサーバが増え始めた時点で、

運用管理ポリシーの改定に取り組んだ。

「オープンシステムにおける運用管理はどう

あるべきかという社外コンサルティングを受け、

管理ポリシーを策定しました。その作業の途

中で気づいたのは、メインフレームもオープン

システムも運用管理ポリシーの根幹は同じだ

ということです。統合管理を行ってサービスレ

ベルを維持することは、運用管理に共通する

基本要件です」と、住友林業情報システム株

式会社 運用管理部 課長代理 金児 英和氏

は語る。

そこで、高度な運用管理ポリシーを実現す

るため、2000年に日立の統合システム運用

管理ソフトウェア「JP1」を導入した。

「JP1」を評価したのは次の3点である。

第1に、統合コンソール「JP1/Integrated

Manager（JP1/IM）」によって、システムの状

態を集中管理できる。ネットワーク監視、リソー

ス監視、バッチジョブやバックアップの自動実

行状況など、さまざまな管理情報を、メインフ

レームと同じように1台のコンソールで把握で

きるのは、使いやすい。

第2に、ジョブ管理機能が優れている。複

数のサーバにまたがって複数のジョブをスケ

ジューリングできるうえ、ジョブの実行状況ま

でJP1/IMで一元的に把握できる。住友林業

のシステムでは、約300ステップを1つのジョブ

ネットに組み上げるなど、高度で複雑なジョ

ブ運用が必要なため、その効率化は大きな

テーマであった。

第3に、マルチOSに対応する。住友林業で

は、センターサーバにはHP-UXを使うことが
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多いが、システムの要件に応じて、Solaris、

Windows®も混在し、Linuxを活用する計画

もある。今後開発するアプリケーションがどの

ようなOSを選択しても、対応できるような運用

管理体制を敷いておくことが重要であった。

JP1の機能をフルに使った
きめ細かい管理で高可用性を維持

住友林業の可用性に対する要求は高い。

たとえば住宅系では、全国54支店と東京・

大阪・名古屋の3事業所に入る顧客からの電

話に、24時間対応するコールセンターを設けて

いる。このコールセンターは、水回りや電気設

備をはじめとした、さまざまなメンテナンスに関

する顧客の相談に、すみやかにワンストップで

対応することから、高い顧客満足度獲得につ

ながっている。各拠点やコールセンターで利用

する統合顧客管理システムのセンターサーバ

は、24時間365日の稼働が必須条件である。

こうした可用性に対する要求に応えるため、

住友林業情報システムでは、運用管理におけ

るさまざまなしきい値を、サーバ単位ではなく、

ディレクトリ単位などきめ細かく設定している。

「動的にリソースを使う業務もあれば、静

的な業務もあります。一律に、『ディスク使用

率が80％を超えたらメールで知らせてくる』と

いう対応では、使う立場に立ったビジネスの

視点でのサービスレベルを実現できません」

と金児氏は言う。

現在、住友林業情報システムは、OSや各

アプリケーションが出力するすべてのメッセー

ジをレベル分けし、重要なものは携帯電話に

飛ばすなど、堅牢な運用管理体制を作り上

げている。JP1の導入効果について、金児氏

は4点を挙げた。

第1が、統合管理による省力化。データセ

ンターに24時間常駐するメインフレーム用オペ

レータと、金児氏をはじめとする3～4名のSE

とのコンビネーションで、複数のOSが混在した

37台のセンターサーバの管理ができている。

第2に、システムの可用性が向上した。ディ

スクの使用率を見てデータを圧縮するなど、

さまざまなメッセージを重要度に応じて拾う

ことで、将来発生する可能性がある障害に

対して予防措置がとれるのである。またWeb

サーバに問題が発生したときには、監視シス

テムとジョブ管理システムを連携させて、瞬時

に自動的に再起動をかける仕組みなども工

夫して運用している。

第3に、自社開発のツールも含めて、柔軟

な統合管理ができる。住友林業情報システム

では、データベースをチューニングするタイミン

グをアラームで知らせるシステムなど、便利な

サブシステムを自社開発しているが、JP1/IM

はこうしたサブシステムのメッセージまで一元

的に管理することができる。

第4に、客観的なデータをもとに、運用管理

者からシステム開発者への提言など、フィード

バックができる。両者のキャッチボールがあっ

てこそ、システムの可用性を高めることができ

るのである。

「いまやJP1はシステム全体に血を行き渡ら

せる心臓のような存在です。システム開発の段

階で、バッチジョブはJP1の機能を前提に開発

しているくらいです」と金児氏は強調する。

客観的な数値による性能分析で
ROIを向上

2003年、住友林業と住友林業情報システ

ムは、SLA契約を締結した。稼働率、障害

件数、障害復旧にかかる時間という3つの要

素については、明確な目標数値も契約書に

盛り込んだ。投資効果を数値化して客観的

に把握しながら、可用性を向上させたいとい

う強い意向のあらわれである。

そこで、住友林業情報システムは、新たに

稼働性能分析「JP1/Performance Analysis

Manager（JP1/PAM）」を導入。

JP1/PAMは、複数の稼働性能情報から

横断的な状況把握と分析を行い、システム

障害時の問題の1次切り分けを自動化する。

ミッションクリティカルな業務がWebシステム上

で多く稼働している住友林業にとって、サー

バのリソース使用状況とエンドユーザーが体

感するレスポンスの両方を一元的に把握でき

る効果は大きい。

レポート画面が見やすく、カスタマイズもで

きるため、エンドユーザーに稼働状況を公開

することが可能になる。また、稼働性能を評

価することにより、今後のハードウェアなどの

リソース増強計画を裏づけるデータとするこ

とも期待している。

住友林業情報システムでは、本社や支店な

ど複数拠点に稼働性能情報を収集するため

の「JP1/Extensible Service Probe」を設

置し、回線規模や業務ごとにサービス・レスポ

ンスを測定する計画だ。ユーザー視点に立っ

た、客観的な数値による性能分析でROI

（Return on Investment）の向上を目指す。

「運用管理とは、新しい『運用管理システ

ム』を構築する開発作業です」と金児氏は言

う。運用管理システムの開発を成功させる

には、ベンダー、開発者、管理者などのチー

ムワークが不可欠だ。「日立には、これからも

チームの一員として期待しています」と金児

氏は強調した。
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・HP-UXは、米国Hewlett-Packard Companyのオペレーティング
システムの名称です。

・Linuxは、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登
録商標あるいは商標です。

・Solarisは、米国およびその他の国におけるSun Microsystems,
Inc.の商標または登録商標です。

・UNIXは、X/Open Company Limited が独占的にライセンスして
いる米国ならびに他の国における登録商標です。

・Windowsは、米国およびその他の国における米国Microsoft
Corporationの登録商標です。

・その他記載されている会社名、製品名は、各社の商標もしくは登録
商標です。


